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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 74,521 ― 2,169 ― 1,867 ― 64 ―

20年3月期第3四半期 70,723 3.4 772 △46.4 680 △55.8 143 △82.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 3.32 ―

20年3月期第3四半期 7.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 60,986 28,158 39.1 1,228.08
20年3月期 56,473 27,202 41.9 1,226.07

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  23,827百万円 20年3月期  23,679百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 5.00 ― 6.00 11.00
21年3月期 ― 5.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 6.00 11.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 101,900 5.5 2,650 92.0 2,500 120.7 230 △42.6 11.88

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年10月31日に公表いたしました連結業績予想の通期を修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々
な要因により大きく異なる可能性があります。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  20,000,000株 20年3月期  20,000,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  597,557株 20年3月期  686,415株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  19,358,014株 20年3月期第3四半期  19,257,979株
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【定性的情報・財務諸表等】 

前年同四半期増減率（前年同四半期の金額）については、参考として記載しております。 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年12月31日）におけるわが国経済は、９月の米国証券

大手の経営破綻以降、世界経済が一段と減速したことにより、円高の進行や株価の下落、生産・輸出の急激な減少、

企業収益や民間設備投資の縮小など景気は急速に後退感を強めました。 

菓子・飲料・食品業界は、食品に対する安全・安心への関心が一層高まるとともに、所得の伸び悩みや雇用情勢

の悪化などにより、消費者の生活防衛意識が一段と強まり消費環境は厳しさが増す状況となりました。 

当社グループは、食品製造会社として、安全・安心・安定および健康を基とした品質保証第一主義に徹し、実質

価値の高い商品と消費者ニーズにお応えしたサービスの提供に努めてまいりました。 

上期は継続的に原材料価格が値上がりで推移しておりましたが、第３四半期は高止まりながら落ち着きを見せて

おります。そのような中で、積極的な新製品開発やリニューアルの実施に加え、店頭での商品陳列と需要喚起を高

める営業活動などにより、ビスケット品目、食品品目が大きく伸び、チョコレート品目、米菓品目、デザート品目

も伸張いたしました。また、販売費の節減と効率的使用、製品規格の見直しの実施、広告宣伝費の見直し、コスト

削減に努めたことなどにより、売上高、営業利益、経常利益ともに大幅な増加となりました。なお、株式市場の低

迷による保有有価証券の評価損および円高による為替差損を計上いたしました。 

以上の結果、売上高は７４，５２１百万円（対前年同期比１０５．４％）、利益につきましては、営業利益     

２，１６９百万円（対前年同期比２８０．９％）、経常利益１，８６７百万円（対前年同期比２７４．５％）、四半

期純利益６４百万円（対前年同期比４４．７％）となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、６０，９８６百万円となり、前連結会計年度末比４，５１２百万円の

増加となりました。これは主に、売上高増加による受取手形及び売掛金とたな卸資産が増加したことと９月に生産

を開始した波路梦（長興）食品有限公司の有形固定資産が増加したことによるものです。負債は、３２，８２７百

万円となり、前連結会計年度末比３，５５６百万円の増加となりました。これは主に、仕入原材料の増加による支

払手形及び買掛金が増加したことによるものです。純資産は、２８，１５８百万円となり、前連結会計年度末比  

９５５百万円増加し、自己資本比率は３９．１％となりました。 

 

（連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報） 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、４，３８４百万円の収入となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益９６２百万円及び減価償却費２，３１７百万円があったことによるも

のです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは３，９０１百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得

による支出３，４２５百万円があったことによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは４２９百万円の収入となりました。これは主に、株式売却の収入５３５百

万円があったことによるものです。 

以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は６，２８６百万円（前連結会計年度末５，４２８百万円）と

なりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、第３四半期の結果と今後の見通しを加味して修正しております。 

なお、詳細につきましては、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用してお

ります。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。 

③ たな卸資産の処分に係る損失の計上区分 

たな卸資産の処分に係るたな卸資産処分損等については、販売費及び一般管理費、営業外費用に計上してお

りましたが、第１四半期連結会計期間より売上原価として処理する方法に変更いたしました。この変更は、第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、収益性の低下に基づく簿価切下げによって発生する評価損とたな卸資産の処分に係る

損失を期間損益計算において同等の損益区分で処理する方法が適当であると判断したことによるものでありま

す。 

この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上総利益が３２６百

万円、営業利益が５３百万円減少しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあ

りません。
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５．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,106 5,405

受取手形及び売掛金 13,390 11,537

有価証券 179 219

商品及び製品 4,132 3,518

仕掛品 477 493

原材料及び貯蔵品 3,257 2,827

その他 2,291 2,333

貸倒引当金 △211 △202

流動資産合計 29,622 26,132

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,482 7,226

機械装置及び運搬具（純額） 8,719 8,808

その他（純額） 7,109 7,132

有形固定資産合計 24,311 23,167

無形固定資産   

のれん 70 93

その他 652 568

無形固定資産合計 722 661

投資その他の資産   

その他 6,356 6,541

貸倒引当金 △27 △29

投資その他の資産合計 6,329 6,511

固定資産合計 31,363 30,341

資産合計 60,986 56,473
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（単位：百万円）

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,256 8,927

短期借入金 3,605 3,198

未払法人税等 290 697

賞与引当金 279 823

返品引当金 174 155

その他 7,824 6,764

流動負債合計 24,430 20,568

固定負債   

長期借入金 2,078 2,419

退職給付引当金 5,410 5,363

役員退職慰労引当金 191 179

その他 717 740

固定負債合計 8,397 8,703

負債合計 32,827 29,271

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,036 1,036

資本剰余金 92 71

利益剰余金 23,120 23,229

自己株式 △169 △269

株主資本合計 24,079 24,068

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △220 △376

為替換算調整勘定 △31 △12

評価・換算差額等合計 △252 △388

少数株主持分 4,330 3,523

純資産合計 28,158 27,202

負債純資産合計 60,986 56,473
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(2) 四半期連結損益計算書 
  (第３四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 74,521

売上原価 44,661

売上総利益 29,859

販売費及び一般管理費 27,690

営業利益 2,169

営業外収益  

受取利息 39

受取配当金 40

その他 106

営業外収益合計 186

営業外費用  

支払利息 51

持分法による投資損失 90

為替差損 245

開業費償却 65

その他 34

営業外費用合計 487

経常利益 1,867

特別利益  

投資有価証券売却益 159

その他 1

特別利益合計 160

特別損失  

固定資産処分損 59

減損損失 15

投資有価証券評価損 988

その他 2

特別損失合計 1,065

税金等調整前四半期純利益 962

法人税、住民税及び事業税 463

法人税等調整額 △88

法人税等合計 374

少数株主利益 523

四半期純利益 64
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 962

減価償却費 2,317

のれん償却額 23

受取利息及び受取配当金 △79

支払利息 51

持分法による投資損益（△は益） 90

為替差損益（△は益） 249

投資有価証券売却損益（△は益） △159

固定資産処分損益（△は益） 59

減損損失 15

投資有価証券評価損益（△は益） 988

売上債権の増減額（△は増加） △1,853

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,025

仕入債務の増減額（△は減少） 3,328

賞与引当金の増減額（△は減少） △543

その他 804

小計 5,228

利息及び配当金の受取額 76

利息の支払額 △51

法人税等の支払額 △869

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,384

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △3,425

投資有価証券の取得による支出 △549

投資有価証券の売却による収入 180

その他 △106

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,901

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 1,500

短期借入金の返済による支出 △1,000

長期借入金の返済による支出 △434

配当金の支払額 △167

自己株式の売却による収入 535

その他 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー 429

現金及び現金同等物に係る換算差額 △52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 858

現金及び現金同等物の期首残高 5,428

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,286
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用しており

ます。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。
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「参考資料」 

前年同四半期にかかる財務諸表 

(1) （要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

（単位：百万円） 

 前 年 同 四 半 期 

科 目 
平成20年３月期 
第 ３ 四 半 期 

 金 額 

Ⅰ 売 上 高 70,723 

Ⅱ 売 上 原 価 41,945 

 売 上 総 利 益 28,777 

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 28,005 

 営 業 利 益 772 

Ⅳ 営 業 外 収 益 220 

 受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 88 

 そ の 他 132 

Ⅴ 営 業 外 費 用 312 

 支 払 利 息 37 

 そ の 他 274 

 経 常 利 益 680 

Ⅵ 特 別 利 益 192 

Ⅶ 特 別 損 失 445 

 税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 427 

 法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 328 

 法 人 税 等 調 整 額 60 

 少 数 株 主 損 失 105 

 四 半 期 純 利 益 143 
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(2) （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

（単位:百万円） 

 前 年 同 四 半 期 

 
平成20年３月期 
第 ３ 四 半 期 

 区 分 金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 427 

 減 価 償 却 費 2,307 

 受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △ 88 

 支 払 利 息 37 

 売 上 債 権 の 増 加 額 △ 1,234 

 仕 入 債 務 の 増 加 額 163 

 そ の 他 △ 2,682 

小 計 △ 1,069 

 利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 83 

 利 息 の 支 払 額 △ 36 

 法 人 税 等 の 支 払 額 △ 442 

 営業活動によるキャッシュ・フロー △ 1,466 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △ 2,926 

 投資有価証券の取得による支出 △ 690 

 投資有価証券の売却による収入 699 

 そ の 他 △ 584 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,502 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 999 

 長 期 借 入 に よ る 収 入 2,000 

 長期借入金の返済による支出 △ 389 

 配 当 金 の 支 払 額 △ 158 

 そ の 他 △ 3 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,448 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 0 

Ⅴ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △ 2,520 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 7,644 

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 5,124 
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６．その他の情報 

販売実績 

（単位：百万円、％） 

当第３四半期連結累計期間 
事 業 の 区 分 （自 平成20年４月１日 

至 平成20年12月31日） 

構成比 

ビ ス ケ ッ ト 類 49,224 66.1

米 菓 類 20,360 27.3

飲 料 ・ 食 品 ・ そ の 他 4,935 6.6

合 計 74,521 100.0

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

ビスケット類は、合計売上高が４９，２２４百万円となり、前年同期比１０９．５％となりました。 

ビスケット品目は、積極的なリニューアルの実施と実質価値が評価され、袋ビスケット商品群、ファミリー

サイズ商品群、パッケージビスケット商品群、プチシリーズ、スイートセレクションシリーズなどが好調に推

移し大きく伸張いたしました。 

豆菓子品目は、チーズを用いた新しいコンセプトの混菓子の発売、受験生応援企画商品などに取り組みまし

たが伸び悩みました。 

キャンデー品目は、シュガーレスはなのど飴のリニューアルやキャラクター商品の自動販売機プチモールで

の展開を行い、活性化を図りましたが前年同期に及びませんでした。 

デザート品目は、夏場の天候に恵まれたことと品質改善による実質価値の向上により、くだものいっぱいゼ

リーシリーズやポーションデザートシリーズなどが好評をいただき伸張いたしました。 

 

米菓類は、合計売上高が２０，３６０百万円となり、前年同期比１０１．２％となりました。 

米菓品目は、越後街道シリーズの新製品発売と新潟県産コシヒカリを使用した新米セールの実施、加工米菓

商品群やプチシリーズの品揃えの充実などにより伸張いたしました。 

スナック品目は、プチポテトシリーズのバリエーション化、流通ニーズに対応した商品への取り組み、また、

認知性を高める商品陳列活動などにより堅調に推移いたしました。 

チョコレート品目は、ブランチュールミニチョコレートをはじめとする新製品の発売やリニューアルの実施、

テレビコマーシャルによる積極的な告知活動により、小箱チョコレート商品群、バッグサイズ商品群、ビット

シリーズが好調に推移し伸張いたしました。 

チューインガム品目は、国産果汁を使用したフルーツガムに粒ガムを品揃えするとともに、スーパーはなの

どガムのリニューアルを行い、活性化を図りましたが前年同期に及びませんでした。 

 

飲料・食品・その他は、合計売上高が４，９３５百万円となり、前年同期比８７．２％となりました。 

飲料品目は、ディズニーキャラクターの天然水やフルーツと乳製品を合わせた乳性飲料の展開、ココア飲料

のリニューアルなどを行ったものの、競争激化のなかで前年同期に及びませんでした。 

食品品目は、生姜など和風素材を用いたココアのシリーズ化、ビター系ココアの展開などを行い大きく伸張

いたしました。 

その他品目での通信販売は、新規顧客の開拓と取扱商品の拡大などに取り組み堅調に推移いたしました。ま

た、自動販売機は、多様な商品を総合的に取り扱うプチモールを事務所、スポーツ施設、交通機関等へ積極的

に展開を行い、設置台数の増加とニーズに合わせた品揃えを図り伸張いたしました。
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「参考資料」 

前年同四半期にかかるその他の情報 

(1) 販売実績 

（単位：百万円、％） 

事 業 の 区 分 

前 年 同 四 半 期 
平成20年３月期 
第 ３ 四 半 期 

構成比 

ビ ス ケ ッ ト 類 44,939 63.5

米 菓 類 20,126 28.5

飲 料 ・ 食 品 ・ そ の 他 5,657 8.0

合 計 70,723 100.0

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

㈱ブルボン（2208）平成21年３月期　第３四半期決算短信

－ 12 －




